
飯豊山系砂防事務所 工事安全対策協議会                     令和元年８月９日 

飯 豊 だ よ り 
＜令和元年 第１回合同安全パトロールを実施＞ 

飯豊山系砂防事務所では、管内で発注している工事の労働災害等を未然に防止することを目的として、７月３０日（火）新

潟県新発田市内にて、工事安全対策協議会※小国支部及び関川支部による「合同安全パトロール」実施しました。当日は、猛暑

の中、協議会役員等３名、受注者９名、発注者（現場技術員含む）１３名、新発田労働基準監督署職員１名が参加しました。 

 
工事概要説明 

 
点検状況 

 
意見交換 

 現地点検対象工事 

日光沢砂防堰堤その３工事 ，穴沢砂防堰堤その３工事 

 現地安全点検の目的 

安全パトロールでは、参加者全員で施工中の工事の危険ポイントを確認し、意見が出された現場については検討のうえ改善

を行うとともに、良い事例は他の工事現場でも積極的に取り入れることとしています。 

 現地安全点検結果の報告 

安全パトロール終了後、参加者から出された主な意見は以下のとおりです。 

○ 良い事例 

• 現場内の整理整頓。 

• 熱中症対策（簡易休憩所、冷風扇、ＷＢＧＴ計測器、簡易担架、その他対策グッズなど） 

○ 注意する点 

• 見通しの悪い箇所の安全対策。 

• 電気設備アース棒の設置位置・方法。 

• 消火器の設置方法。 

 各現場における今後の注意事項 

• 特に作業箇所が狭小となる現場では、建設機械と作業員との接触事故等防止措置の徹底。 

• ハチ等の活発化が想定されるため、虫さされ対策やアレルギー対策の徹底。 

• 急激な気温上昇や台風シーズンの到来など、気象条件や工事内容に応じた安全管理の徹底。 

• 長期の現場休止期間中の盗難防止対策の徹底。 

 

若手職員の感想（合同安全パトロールに参加して） 

工務課の宮﨑です。暑い時期での安全パトロールでしたが、各現場とも熱中症対策がしっかりしているように感じた。 

今後も、現場での事故がないよう微力ながらお手伝いしていきたい。 

 

※ 工事安全対策協議会とは、飯豊山系砂防事務所の工事等施工にあたり、労働災害の防止に関する総合的な計画のもとに、工事等の安全施工、労働者の安全衛生

の確保及び第三者に対する安全を確保し、工事等の円滑な遂行に寄与することを目的とし、受発注者の代表者で構成する組織です。 


